
半
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た

新
規
制
基
準
審
査
会
合

五
月
一
七
日
、
再
処
理
工

場
等
核
燃
施
設
の
審
査
会

合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二

〇
一
四
年
一
月
に
第
一
回

が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
二
三

四
回
目
で
す
。

三
・
一
一
以
降
「
原
子
炉

等
規
制
法
」
が
改
正
さ
れ

「
事
業
の
指
定
」
の
条
項
に

「
放
射
線
の
管
理
」
と
「
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
対

処
に
必
要
な
施
設
と
体
制

整
備
」
が
付
け
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
「
指
定
の
基
準
」
で

は
、
設
計
上
定
め
る
よ
り

厳
し
い
条
件
で
発
生
す
る

「
臨
界
事
故
・
蒸
発
乾
固
・

水
素
爆
発
・
有
機
溶
媒
等
に

よ
る
火
災
・
爆
発
」
を
重
大

事
故
と
し
、
厳
正
的
確
に
対

処
で
き
る
技
術
的
能
力
と

事
業
遂
行
能
力
を
持
つ
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

六
ヶ
所
工
場
は
施
設
の
老
朽
化

と
事
業
者
の
管
理
能
力
の
低
下

が
問
題

「
審
査
申
請
書
」
の
書
類

審
査
は
ほ
ぼ
終
了
に
近
づ

い
て
い
ま
す
が
、
問
題
な
の

は
、
実
際
に
工
場
を
運
営
し

て
い
る
日
本
原
燃
の
信
用

失
墜
行
為
が
次
々
に
発
覚

し
た
こ
と
で
す
。

◆
二
〇
一
六
年
八
月
に
、
再
処

理
工
場
非
常
用
電
源
建
屋
に

雨
水
が
入
り
、
配
管
ピ
ッ
ト

に
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
が
一

四
年
間
点
検
さ
れ
ず
「
異
常

な
し
」
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

◆
二
〇
一
五
年
に
再
処
理
工

場
濃
縮
・
ウ
ラ
ン
工
場
の
ウ

ラ
ン
の
置
き
場
に
つ
い
て

《天恵の海》
２０１８（平成 ３０）年

７月 １０日

第１９０号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
」
総
会
が
五
月
二
七
日

宮
古
市
内
で
約
三
〇
人
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
横
田
有
平
共
同

代
表
が
「
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
は
稼
働
延
期
に
陥
っ
て

い
る
が
気
を
許
す
こ
と
な

く
、
豊
か
な
海
を
守
る
た
め

に
運
動
を
続
け
よ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
昨
年
度
の
経

過
報
告
と
決
算
案
が
承
認

さ
れ
、
本
年
度
方
針
と
予
算

案
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
六
人
の
共
同
代
表

と
四
人
の
世
話
人
を
選
出

し
、
事
務
局
ら
の
役
員
人
事

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総会決議文（要旨）

◇再処理工場の廃液による海の汚染に反対

して立ち上がった２００５年以来の運動を

継続し推進します。

◇国民の半数以上が原発再稼働に反対して

います。六ヶ所再処理工場が稼働し放射能汚

染が始まれば三陸の復興は大打撃を受けま

す。だから私達は全力で反対します。

◇北上山地が核廃棄物の最終処分場の適地

などとする報道がありますが、非科学的な説

であり、私達は絶対に反対です。

◇私達の豊かで美しい三陸の海と陸が核の

ゴミ捨て場とされないように、地方自治の精

神に従って住民の安全を守る為の市町村条

例の制定等を要請する運動に着手します。

再
処
理
問
題

講
演
会

日
本
原
燃
（
株
）

六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
動
向
と

私
達
の

運
動

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
の
総
会
に
盛
岡
か
ら
駆
け

つ
け
た
永
田
文
夫
さ
ん
（
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩

手
の
会
世
話
人
）
が
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
最
近
の
動

向
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

『永田氏講演筆録』
Ａ４ 全19 頁

当会ホームページ掲載中

http://sanriku.my.coocan.jp/



一
滴
の
セ
シ
ウ
ム
１

３
７

と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
９
０

だ
け
で
も
半
数

致
死
越
え
の
放
射
能
量

「
保
安
規
定
違
反
・
改
善
命

令
」
が
出
さ
れ
た
が
、
改
善

さ
れ
な
い
ま
ま
昨
年
虚
偽
の

改
善
報
告
が
な
さ
れ
た
。
石

原
副
社
長
も
関
わ
る
組
織
的

虚
偽
報
告
で
あ
っ
た
。

◆
日
本
原
燃
は
昨
年
一
二
月

に
、
稼
働
時
期
を
三
年
延
長

し
、
工
場
内
外
の
総
点
検
を

実
行
す
る
と
し
た
。
そ
の
点

検
箇
所
は
工
場
内
約
三
〇
〇

〇
部
屋
、
屋
外
九
〇
〇
エ
リ

ア
、
約
六
〇
万
件
が
対
象
で

し
た
。

こ
の
よ
う
な
点
検
が
必

要
と
い
う
事
態
は
事
業
者

の
日
本
原
燃
の
工
場
管
理

統
治
能
力
が
深
刻
に
問
わ

れ
る
事
態
で
す
。
そ
し
て
工

場
施
設
そ
の
も
の
が
着
工
以
来

二
五
年
も
た
ち
、
す
で
に
老
朽

化
し
始
め
て
い
る
こ
と
に

注
目
す
る
べ
き
で
す
。

①
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
中
の

海
洋
放
出
の
測
定
値
は
本

当
に
「
測
定
限
界
値
以

下
」
で
し
た
か
？

他
の
測
定
機
関
で
は
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
図
の

海
水
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
分
布

予
測
図
を
ど
う
み
ま
す
か
？

「
測
定
限
界
値
「
二
ベ
ク
レ

ル
／
㍑
」
以
上
の
海
域
が
あ

り
、
説
明
を
求
め
ま
す
。（
第

１
図
参
照
）

②
廃
液
の
核
種
ご
と
の
放

射
能
濃
度
を
明
ら
か
に
し

て
く
だ
さ
い

使
用
済
み
核
燃
料
を
せ
ん

断
し
溶
解
し
て
、
残
さ
れ
た

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
デ

ー
タ
（
核
種
と
そ
の
濃
度
）

を
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

（
第
２
図
参
照
）

③
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
ガ

ラ
ス
固
化
は
本
当
に
出
来

た
の
で
す
か
？

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は

早
急
に
ガ
ラ
ス
固
化
体
と
し

な
け
れ
ば
危
険
で
す
。
ガ
ラ

ス
溶
融
炉
は
正
常
に
機
能
し
、

廃
液
の
ガ
ラ
ス
固
化
は
本
当

に
成
功
し
て
い
る
の
か
事
実

を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

④
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
の

電
源
を
喪
失
す
る
と
安
全
機

能
が
失
わ
れ
ま
す
。
沸
騰
や

水
素
爆
発
ま
で
の
時
間
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。

こ
の
廃
液
は
強
い
放
射
線

で
水
素
が
分
離
さ
れ
、
崩
壊

熱
で
沸
騰
し
ま
す
。
電
源
が

確
保
出
来
な
く
な
っ
た
と
き
、

「
水
素
爆
発
ま
で
の
到
達
時

間
」
と
「
沸
騰
到
達
時
間
」

を
正
し
く
お
答
え
く
だ
さ
い
。

右
の
朝
日
新
聞
の
記
事
は

こ
れ
ま
で
「
日
本
の
核
」
に

つ
い
て
私
達
国
民
が
知
っ
て

い
る
こ
と
が
如
何
に
少
な
く
、

ど
う
判
断
し
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
現
実
に
気
づ
か

せ
ら
れ
る
。
◆
先
ず
「
日
本

が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
溜
め
込

ん
で
」「
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
国

際
的
な
懸
念
を
呼
ん
で
い

る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
溜

め
た
の
は
時
の
政
府
で
あ
り

国
民
は
む
し
ろ
「
核
爆
弾
」

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
、
と

思
っ
て
い
る
。
◆
日
本
国
内

の
約
一
〇
㌧
は
東
海
再
処
理

工
場
で
作
っ
た
約
七
㌧
と
六

ヶ
所
同
工
場
で
作
っ
た
約
三

㌧
で
あ
ろ
う
。
も
ん
じ
ゅ
の

廃
炉
が
決
定
し
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
は
使
い
道
が
な
い
の
だ
か

ら
再
処
理
は
や
め
れ
ば
良
い
。

◆
日
本
は
一
九
七
〇
年
代
後

半
か
ら
米
国
に
対
し
て
か
な

り
強
行
に
「
核
燃
再
処
理
」

を
認
め
て
も
ら
う
運
動
を
行

っ
た
ら
し
い
。「
平
和
目
的
の

発
電
」
の
た
め
と
い
う
厳
し

い
枠
を
前
提
と
し
て
。
◆
し

か
し
「
日
本
の
再
処
理
を
包

括
的
に
認
め
る
」
日
米
原
子

力
協
定
改
訂
時
に
は
、「
核
不

拡
散
」
を
国
是
と
す
る
米
国

で
は
疑
問
や
批
判
の
声
が
あ

が
り
か
な
り
も
め
た
ら
し
い
。

そ
の
改
訂
か
ら
三
〇
年
。
七

月
一
六
日
以
降
は
日
米
ど
ち

ら
か
が
「
や
め
よ
う
」
と
い

え
ば
半
年
後
に
は
協
定
を

「
終
了
」
さ
せ
ら
れ
る
。
但

し
手
続
き
も
「
核
不
拡
散
の

原
則
」
で
行
う
と
定
め
ら
れ

て
い
る
ら
し
い
。
残
念
な
が

ら
「
ら
し
い
」
連
発
の
文
章

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
尚
）

日
本
原
燃
は
、
少
な
く
と
も
次
の
四
点
の
疑
問
点

に
、
誠
意
あ
る
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
事
要
旨
）
日
本
政
府
は
原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
か

ら
再
処
理
し
て
取
り
出
し
た
「
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
の

保
有
量
に
「
上
限
」
を
設
け
て
余
剰
分
が
増
え
な
い
よ
う

に
対
策
を
強
化
す
る
。
・
・
・
核
不
拡
散
や
核
テ
ロ
防
止

の
観
点
か
ら
国
際
社
会
の
懸
念
が
強
ま
り
、
米
国
な
ど
か

ら
削
減
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
が
保
有
す
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は
国
内
に
約
一
〇
㌧
、

英
仏
に
委
託
し
再
処
理
し
国

外
に
あ
る
も
の
約
三
七
㌧
。

計
四
七
㌧
で
原
爆
約
六
〇
〇

〇
発
分
製
造
出
来
る
と
い
う
。

DAYS JAPAN

８月増刊号 定価2160円

第
１
図

海
水
ト
リ
チ
ウ
ム
測
定
地
点
と
濃
度
分
布
予
測
図

(

出
典
：
日
本
原
子
力
学
会
報
告
図
に
地
点
追
加
）

↑（赤矢印）は検出限界値 の

「２ベクレル／リットル」のライン

六
ヶ
所
村
に
新
し
い
風

村
長
選

遠
藤
順
子
さ
ん

立
候
補

六
ヶ
所
村
長
選
挙
は
六
月
二
四
日
投
票
が

行
わ
れ
、
遠
藤
順
子
候
補
は
三
二
三
票
を
獲

得
し
ま
し
た
。
遠
藤
氏
は
室
蘭
工
大
で
工
業

化
学
や
放
射
線
学
を
学
び
さ
ら
に
医
師
と

な
っ
た
人
。
再
処
理
反
対
・
被
曝
阻
止
を
掲

げ
、
六
ヶ
所
村
か
ら
新
し
い
風
を
起
こ
そ
う

と
訴
え
ま
し
た
。
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
新

し
い
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

の

紹
介

1滴（約0.05 ㍉㍑）

の 137Cs と 90Sr
で

（注）Ｂｑ→Ｓｖ：「線量限度等を

定める告示」の係数により換算

4.2

シーベルト
（経口摂取）

第
２
図

六
ヶ
所
工
場
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液


